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<参考:チャイム断面形状>
内部溶接 エコ溶接 外溶接

　

ド
ラ
ム
缶
の
で
き
る
ま
で

胴
の
成
形

天
地
板
の
成
形

鋼
板
規
格
:S
P
C
C（
JI
S
	G
	3
14
1）
/相
当
品

及
び
S
P
H
C（
JI
S
	G
31
31
）/
相
当
品

板
			
			
厚
:1
.6
、
1.
2、
1.
0、
0.
9m
m

鋼
板
規
格
:S
P
C
C（
JI
S
	G
	3
14
1）
/相
当
品

及
び
S
P
H
C（
JI
S
	G
31
31
）/
相
当
品

板
			
			
厚
:1
.6
、
1.
2、
1.
0m
m

■
コ

イ
ル

の
剪

断
■

天
地

板
打

ち
抜

き
（

ブ
ラ

ン
キ

ン
グ

プ
レ

ス
）

■
溶

接
段

差
圧

延
装

置
■

天
板

大
小

口
栓

加
工

■
フ

ラ
ン

ジ
加

工
■

地
板

刻
印

■
ビ

ー
ド

加
工

■
胴

溶
接（

ウ
ェ

ル
ダ

ー
）

■
プ

リ
カ

ー
リ

ン
グ

■
重

ね
溶

接
潰

し
加

工

重
ね
合
わ
せ
抵
抗
溶
接

巻
締
め
の
事
前
加
工

巻
締
め
の
事
前
加
工

プ
レ
ス
に
よ
り
U
N
、
製
造
年
月
、

社
標
を
刻
印

溶
接
部
の
段
差
解
消

プ
レ
ス
に
よ
る
穴
あ
け
お
よ
び
圧
入
加
工

巻
締
め
部
の
段
差
解
消

胴
体
強
度
向
上（
耐
減
圧
）

組
立
成
形
と
仕
上
げ

鋼
板
に
付
着
し
て
い

る
防
錆
・
加
工
油
を

脱
脂
し
、
燐
酸
鉄
の

表
面
処
理
を
施
し
、

乾
燥
す
る

■
洗

浄
・

脱
脂

・
表

面
化

成
処

理
　（

表
面

処
理

ラ
イ

ン
）

■
内

部
検

査
と

プ
ラ

グ
装

着
■

He
テ

ス
タ

ー
■

マ
ー

ク
塗

装
■

完
成

■
組

立
成

形（
シ

ー
マ

）
■

焼
き

付
け

乾
燥

■
ド

ラ
イ

エ
ア

・
He

注
入

■
外

面
塗

装
　（

主
に

天
地

板
塗

装
）

（
主

に
胴

体
塗

装
）

天
板
お
よ
び
地
板
を
胴
体

に
巻
締
め
て
、
合
体
さ
せ
る

真
空
チ
ャ
ン
パ
ー

乾
燥
炉
に
て
焼
付
け
乾
燥

ド
ラ
イ
エ
ア
注
入
に

よ
り
缶
内
結
露
を

抑
制
漏
洩
検
査
媒

体
と
し
て
H
eガ
ス

を
注
入

■
内

面
塗

装
　（

内
面

塗
装

缶
の

み
）

■
焼

き
付

け
乾

燥

表
面
処
理
鋼
板
に
耐
内
容

物
性
塗
料
を
塗
装
す
る

・
エ
ポ
シ
キ
ユ
リ
ア
系

・
エ
ポ
キ
シ
フ
ェ
ノ
ー
ル
系

・
フ
ェ
ノ
ー
ル
系
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容
器

基
準

対
照

表
(主

と
し

て
2
0
0
L鋼

製
ド

ラ
ム

)
(判

定
基

準
:各

々
の

試
験

に
お

い
て「

漏
れ

」の
な

い
こ

と
。た

だ
し

項
目

に
よ

っ
て

は
付

帯
事

項
が

あ
り

ま
す

。)

試
験

項
目

国
土

交
通

省
・

危
険

物
船

舶
運

送
及

び
貯

蔵
規

則
/U

N
総

務
省

・
危

険
物

運
搬

容
器

基
準

/K
H

K
（

1
）J

IS
Z
1
6
0
1
液

体
用

鋼
製

ド
ラ

ム
（

2
）J

IS
Z
1
6
0
0
鋼

製
オ

ー
プ

ン
ド

ラ
ム

種
類

、級
別

又
は

等
級

包
装

等
級

: Ⅰ
、 Ⅱ

、 Ⅲ
記

号
:X

、Y
、Z

包
装

等
級

: Ⅰ
、 Ⅱ

、 Ⅲ
記

号
:X

、Y
、Z

種
類

: Ⅰ
種

(内
径

に
よ

り
区

分
:細

分
類

あ
り

)
級

別
:H

、M
、L

M
、L

(板
厚

に
よ

り
区

分
)

気
密

試
験

液
体

を
収

納
す

る
場

合
液

体
を

収
納

す
る

場
合

液
体

を
収

納
す

る
場

合

容
器

等
級

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
適

用
圧

力
 

3
0
kP

a以
上

2
0
kP

a以
上

2
0
kP

a以
上

容
器

等
級

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
適

用
圧

力
 

3
0
kP

a以
上

2
0
kP

a以
上

2
0
kP

a以
上

容
器

等
級

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
適

用
圧

力
 

3
0
kP

a以
上

2
0
kP

a以
上

2
0
kP

a以
上

・
非

危
険

物
用

ド
ラ

ム
は

ゲ
ー

ジ
圧

2
0

kP
a

水
圧

試
験

液
体

を
収

納
す

る
場

合
試

験
方

法
お

よ
び

圧
力

は
次

の
い

ず
れ

か
高

い
方

の
圧

力
を

5
分

間
加

え
る（

複
合

容
器

は
3
0
分

間
）

（
1

）収
納

す
る

危
険

物
の

5
5

℃
に

お
け

る
蒸

気
ガ

ス
圧

力
の

1
.5

倍
の

圧
力

か
ら

1
0

0
kP

a減
じ

た
圧

力
（

2
）容

器
等

級
 Ⅰ

 2
5

0
kP

a 
容

器
等

級
 Ⅱ

 及
び

 Ⅲ
 1

0
0

kP
a

液
体

を
収

納
す

る
場

合
次

の
い

ず
れ

か
高

い
方

の
圧

力
を

5
分

間
加

え
る

(1
)収

納
す

る
危

険
物

の
5

5
℃

に
お

け
る

蒸
気

ガ
ス

圧
力

の
1

.5
倍

の
圧

力
か

ら
1

0
0

kP
a減

じ
た

圧
力

（
2

）容
器

等
級

 Ⅰ
 2

5
0

kP
a 

容
器

等
級

 Ⅱ
 及

び
 Ⅲ

 1
0

0
kP

a

次
の

い
ず

れ
か

高
い

方
の

圧
力

以
上

を
5
分

間
加

え
る

（
1

）収
納

す
る

危
険

物
の

5
5

℃
に

お
け

る
蒸

気
ガ

ス
圧

力
の

1
.5

倍
の

圧
力

か
ら

1
0

0
kP

a減
じ

た
圧

力
(2

)危
険

等
級
Ⅰ2

5
0

kP
a 

危
険

等
級
Ⅱ

及
び
Ⅲ

1
0

0
kP

a
(3

)非
危

険
物

用
ド

ラ
ム

は
ゲ

ー
ジ

圧
1

0
0

kP
a

落 下 試 験

落
下

の
高

さ

（
1
）輸

送
物

質
又

は
こ

れ
と

同
等

の
物

理
的

性
状

を
も

つ
代

替
 

物
質

を
使

用
（

2
）輸

送
物

質
が

液
体

を
収

納
す

る
容

器
に

対
し

、代
替

物
質

と
し

て
水

を
用

い
る

場
合

(1
)輸

送
物

質
が

固
体

又
は

液
体

で
同

等
の

代
替

物
質

を
使

用

(2
)輸

送
物

質
が

液
体

で
代

替
物

質
に

水
使

用

(1
)輸

送
物

質
が

固
体

又
は

液
体

で
同

等
の

代
替

物
質

を
使

用

(2
)輸

送
物

質
が

液
体

で
代

替
物

質
に

水
使

用

1
)輸

送
物

質
の

比
重

1
.2

以
下

1
)輸

送
物

質
の

比
重

1
.2

以
下

1
)輸

送
物

質
の

比
重

1
.2

以
下

容
器

等
級

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
 

落
下

高
さ

1
.8

m
1
.2

m
0
.8

m
容

器
等

級
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

 
落

下
高

さ
1
.8

m
1
.2

m
0
.8

m
容

器
等

級
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

 
落

下
高

さ
1
.8

m
1
.2

m
0
.8

m

2
) 

輸
送

物
質

の
比

重
　

超
1

.2
2

) 
輸

送
物

質
の

比
重

　
超

1
.2

2
) 

輸
送

物
質

の
比

重
　

超
1

.2

容
器

等
級

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
 

落
下

高
さ

比
重

×
1
.5

比
重

×
1
.0

比
重

×
0
.6

7
容

器
等

級
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

 
落

下
高

さ
比

重
×

1
.5

比
重

×
1
.0

比
重

×
0
.6

7
容

器
等

級
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

 
落

下
高

さ
比

重
×

1
.5

比
重

×
1
.0

比
重

×
0
.6

7

落 下 方 法

第
1
回

チ
ャ

イ
ム

を
衝

撃
点

と
す

る
対

角
落

下
対

角
落

下
天

板
下

に
し

た
胴

溶
接

部
に

最
も

近
い

チ
ャ

イ
ム

部（
オ

ー
プ

ン
缶

の
場

合
は

S
金

具
部

位
と

す
る

）を
衝

撃
点

と
す

る
対

角
落

下
を

行
う

第
2
回

第
1回

落
下

と
別

の
最

も
弱

い
部

分
を

衝
撃

点
と

す
る

よ
う

に
落

下
水

平
落

下
胴

溶
接

部
を

衝
撃

点
と

す
る

水
平

落
下

を
行

う

合
否

の
判

定
基

準

(1
)液

体
:内

圧
と

外
圧

が
平

衡
に

達
し

た
後

、漏
れ

が
な

い
こ

と
(2

)固
体

:天
面

落
下

を
行

っ
た

場
合

、内
容

物
の

す
べ

て
が

残
っ

て
い

れ
ば

合
格

と
す

る

(1
)液

体
:内

圧
と

外
圧

が
平

衡
に

達
し

た
後

、漏
れ

が
無

い
事

(2
)固

体
:漏

れ
の

無
い

事
(1

)液
体

:内
圧

と
外

圧
が

平
衡

に
達

し
た

後
、漏

れ
が

無
い

事
(2

)固
体

:内
容

物
の

漏
れ

の
無

い
事

非
危

険
物

用
ド

ラ
ム

は
0
.8

m
の

高
さ

か
ら

対
角

落
下

さ
せ

漏
れ

の
無

い
事

積
み

重
ね

試
験

負
荷

時
間

:積
み

重
ね

高
さ

3
m

×
2
4
時

間
代

替
物

質
に

水
使

用
:荷

重
は

収
納

品
の

比
重

か
ら

計
算

W
=（
（

3
-h

）/（
h
））

×
G（

運
用

上
の

計
算

式
）

負
荷

時
間

:積
み

重
ね

高
さ

3
m

×
2
4
時

間
代

替
物

質
に

水
使

用
:荷

重
は

収
納

品
の

比
重

か
ら

計
算

W
=
w

×
((

3
-h

)/
(h

))
　（

運
用

上
の

計
算

式
）

負
荷

時
間

:2
4
時

間
	

W
:積

重
ね

質
量

G
(w

):
1
缶

の
質

量
	

h
:外

高
代

替
物

質
に

水
使

用
:荷

重
は

収
納

品
の

比
重

か
ら

計
算

W
=
((

3
-h

)/
(h

))
×

G
・

非
危

険
物

用
ド

ラ
ム

は
比

重
1

の
質

量
で

試
験

JI
S
、J

S
D

A
、U

N
の

表
示

例
(川

崎
工

場
の

場
合

) 
 ※

実
際

よ
り

も
大

き
め

に
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

①
JI

S
(非

危
険

物
用

)
②

JS
D

A
(ク

ロ
ー

ズ
)

③
U

N
(ク

ロ
ー

ズ
)

④
U

N
(オ

ー
プ

ン
)

⑤
U

N
(複

合
容

器
)

胴
表

示
L-

X
JS

D
A

JF
E
K

1
A

1
/X

1
.7

/3
0

0
/1

6
J/

H
K
/J

F
E
K

1
A

2
/X

3
2

0
/S

/1
6

J/
H

K
/J

F
E
K

6
H

A
1

/Y
1

.5
/1

5
0

/1
6

J/
H

K
/J

F
E
K

地
板

表
示

JF
E
 K

1
.2

-2
0

0
-1

6
-4

LX
  

JF
E
  

K
1

.2
-2

0
0

-1
6

-4

1
A

1
/X

1
.7

/3
0

0
/1

6
LX

  
JF

E
  

 K
1

.2
-2

0
0

-1
6

-4

1
A

2
/X

3
2

0
/S

/1
6

S
X
 J

F
E
  

K
1

.2
-2

0
0

-1
6

-4

JF
E
 K

1
.2

-2
0

0
-1

6
-4

危
険
物
容
器
試
験
基
準

容
器

包
装

等
級

と
内

容
物

と
の

関
係

等 級
使

用
可

能
な

内
容

物
危

険
等

級
説

明

X

液
体

表
示

の
場

合
液

体
内

容
物

の
 

X
、Y

、Z
が

使
用

可
能

①
X
等

級
の

表
示

比
重

以
下

の
内

容
物（

比
重

1
.2

以
下

は
ド

ラ
ム

缶
に

は
表

示
し

な
い

）
②

X
の

後
ろ

の
算

用
数

字
が

試
験

時
の

比
重

を
表

わ
す

。
③

Y等
級

内
容

物
で

は
認

定
比

重
の

1
.5

倍
の

比
重

ま
で

使
用

可
能

。
④

Z
等

級
内

容
物

で
は

認
定

比
重

の
2

.2
倍

の
比

重
ま

で
使

用
可

能
。

固
体

表
示

の
場

合
固

体
内

容
物

の
 

X
、Y

、Z
が

使
用

可
能

①
X
等

級
の

表
示

缶
の

質
量

以
下

で
使

用
可

能
②

X
の

後
ろ

の
算

用
数

字
が

試
験

時
の

比
重

を
表

わ
す

。
③

Y等
級

内
容

物
で

は
認

定
比

重
の

1
.5

倍
の

比
重

ま
で

使
用

可
能

。
④

Z
等

級
内

容
物

で
は

認
定

比
重

の
2

.2
倍

の
比

重
ま

で
使

用
可

能
。

Y

液
体

表
示

の
場

合
液

体
内

容
物

の
 

Y、
Z
が

使
用

可
能

（
X
は

使
用

不
可

）

①
Y等

級
の

表
示

比
重

以
下

の
内

容
物（

比
重

1
.2

以
下

は
ド

ラ
ム

缶
に

は
表

示
し

な
い

）
②

Yの
後

ろ
の

算
用

数
字

が
試

験
時

の
比

重
を

表
わ

す
。

③
Z
等

級
内

容
物

で
は

認
定

比
重

の
1

.5
倍

の
比

重
ま

で
使

用
可

能
。

固
体

表
示

の
場

合
固

体
内

容
物

の
 

Y、
Z
が

使
用

可
能

（
X
は

使
用

不
可

）

①
Y等

級
の

表
示

缶
の

質
量

で
使

用
可

能
②

Yの
後

ろ
の

算
用

数
字

が
試

験
時

の
比

重
を

表
わ

す
。

③
Z
等

級
内

容
物

で
は

認
定

比
重

の
1

.5
倍

の
比

重
ま

で
使

用
可

能
。

Z

液
体

表
示

の
場

合
液

体
内

容
物

の
 

Z
が

使
用

可
能

（
X
、Y

は
使

用
不

可
)

①
Z
等

級
の

表
示

比
重

以
下

の
内

容
物（

比
重

1
.2

以
下

は
ド

ラ
ム

缶
に

は
表

示
し

な
い

）
②

Z
の

後
ろ

の
算

用
数

字
が

試
験

時
の

比
重

を
表

わ
す

。
固

体
表

示
の

場
合

固
体

内
容

物
の

 
Z
が

使
用

可
能

（
X
、Y

は
使

用
不

可
)

①
Z
等

級
の

表
示

缶
の

質
量

以
下

で
使

用
可

能
②

Z
の

後
ろ

の
算

用
数

字
が

試
験

時
の

比
重

を
表

わ
す

。

(備
考

)
(1

)	J
IS

マ
ー

ク
	

C
:J

IS
の

種
類

、記
号

Q
A

0
3

0
7

0
5

6
:認

証
番

号

(2
)	L

:液
体

用
	

S
:固

体
用

(3
)	X

: Ⅰ
、 Ⅱ

、 Ⅲ
に

適
合

	
Y:
Ⅱ

、 Ⅲ
に

適
合

	
Z
: Ⅲ

に
適

合

(4
)1

6
:西

暦
年

の
下

2
桁

 	
4

:月

(5
)	製

造
工

場
	

JF
E
C

:千
葉

工
場

	
JF

E
S
:堺

工
場

	
JF

E
K
:川

崎
工

場
	

JF
E
M

:水
島

工
場

u n
u n

u n
u n

u n
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N
O

危
険
物
容
器
試
験
基
準

消
防

法
に

お
け

る
危

険
物

の
分

類
並

び
に

危
険

等
級

別
表

(第
2
条

、第
1
0
条

、第
1
1
条

の
4
関

係
)

類
別

性
質

品
名

第 一 類

酸
化

性
固

体
1

.
2

.
3

.
4

.
5

.
6

.
7

.

塩
素

酸
塩

類
過

塩
素

酸
塩

類
無

機
化

酸
化

物
亜

塩
素

酸
塩

類
臭

素
酸

塩
類

硝
酸

塩
類

よ
う

素
酸

塩
類

8
.

9
.

1
0

.

1
1

.

過
マ

ン
ガ

ン
酸

塩
類

重
ク

ロ
ム

酸
塩

類
そ

の
他

の
も

の
で

政
令

で
定

め
る

も
の

前
各

号
に

掲
げ

る
も

の
の

い
ず

れ
か

を
含

有
す

る
も

の

第 二 類

可
燃

性
固

体
1

.
2

.
3

.
4

.
5

.
6

.

硫
化

り
ん

赤
り

ん
硫

黄
鉄

粉
金

属
粉

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

7
.

8
.

9
.

そ
の

他
の

も
の

で
政

令
で

定
め

る
も

の
前

各
号

に
掲

げ
る

も
の

の
い

ず
れ

か
を

含
有

す
る

も
の

引
火

性
固

体

第 三 類

自
然

発
火

性
物

質
及

び
禁

水
性

物
質

1
.

2
.

3
.

4
.

5
.

6
.

7
.

カ
リ

ウ
ム

ナ
ト

リ
ウ

ム
ア

ル
キ

ル
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
ア

ル
キ

ル
リ

チ
ウ

ム
黄

り
ん

ア
ル

カ
リ

金
属（

カ
リ

ウ
ム

及
び

ナ
ト

リ
ウ

ム
を

除
く

）
及

び
ア

ル
カ

リ
土

類
金

属
有

機
金

属
化

合
物（

ア
ル

キ
ル

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

及
び

ア

8
.

9
.

1
0

.

1
1

.

1
2

.

ル
キ

ル
リ

チ
ウ

ム
を

除
く

）
金

属
の

水
素

化
合

物
金

属
の

り
ん

化
物

カ
ル

シ
ウ

ム
又

は
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
の

炭
化

物
そ

の
他

の
も

の
で

政
令

で
定

め
る

も
の

前
各

号
に

掲
げ

る
も

の
の

い
ず

れ
か

を
含

有
す

る
も

の

第 四 類

引
火

性
液

体
1

.
2

.
3

.
4

.

特
殊

引
火

物
第

1
石

油
類

ア
ル

コ
ー

ル
類

第
2

石
油

類

5
.

6
.

7
.

第
3

石
油

類
第

4
石

油
類

動
植

物
油

類

第 五 類

自
己

反
応

性
物

質
1

.
2

.
3

.
4

.
5

.
6

.
7

.

有
機

過
酸

化
物

硝
酸

エ
ス

テ
ル

類
ニ

ト
ロ

化
合

物
ニ

ト
ロ

ソ
化

合
物

ア
ゾ

化
合

物
ジ

ア
ゾ

化
合

物
ヒ

ド
ラ

ジ
ン

の
誘

導
体

8
.

9
.

1
0

.

1
1

.

ヒ
ド

ロ
キ

シ
ル

ア
ミ

ン
ヒ

ド
ロ

キ
シ

ル
ア

ミ
ン

塩
類

そ
の

他
の

も
の

で
政

令
で

定
め

る
も

の
前

各
号

に
掲

げ
る

も
の

の
い

ず
れ

か
を

含
有

す
る

も
の

第 六 類

酸
化

性
液

体
1

.
2

.
3

.

過
塩

素
酸

過
酸

化
水

素
硝

酸

4
.

5
.

そ
の

他
の

も
の

で
政

令
で

定
め

る
も

の
前

各
号

に
掲

げ
る

も
の

の
い

ず
れ

か
を

含
有

す
る

も
の

別
表

第
3

(第
1

条
の

1
1

関
係

)抜
粋

類
 別

 
品

名
性

質
危

険
等

級

第
一

類
第

1
種

酸
化

性
固

体
Ⅰ

第
2

種
酸

化
性

固
体

Ⅱ
第

3
種

酸
化

性
固

体
Ⅲ

第
二

類

硫
化

り
ん

Ⅱ
赤

り
ん

硫
黄

第
1

種
可

燃
性

固
体

鉄
粉

Ⅲ
第

2
種

可
燃

性
固

体
引

火
性

固
体

第
三

類

カ
リ

ウ
ム

Ⅰ
ナ

ト
リ

ウ
ム

ア
ル

キ
ル

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

ア
ル

キ
ル

リ
チ

ウ
ム

黄
り

ん
第

1
種

自
然

発
火

性
物

質
及

び
禁

水
性

物
質

第
2

種
自

然
発

火
性

物
質

及
び

禁
水

性
物

質
Ⅲ

第
3

種
自

然
発

火
性

物
質

及
び

禁
水

性
物

質

第
四

類

特
殊

引
火

物
Ⅰ

第
1

石
油

類
非

水
溶

性
液

体
Ⅱ

水
溶

性
液

体
ア

ル
コ

ー
ル

類
第

2
石

油
類

非
水

溶
性

液
体

Ⅲ
水

溶
性

液
体

第
3

石
油

類
非

水
溶

性
液

体
水

溶
性

液
体

第
4

石
油

類
動

植
物

油
類

第
五

類
第

1
種

自
己

反
応

性
物

質
Ⅰ

第
2

種
自

己
反

応
性

物
質

Ⅱ
第

六
類

Ⅰ

国
連

勧
告

・
IM

O
基

準
 (

例
)危

険
物

分
類

・
ク

ラ
ス

3
 

引
火

性
液

体
…

引
火

点
6

0
.5

℃
以

下
の

液
体

 
沸

点
3

5
℃

以
下

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
包

装
等

級
Ⅰ

沸
点

3
5

℃
超

え
…

引
火

点
2

3
℃

未
満

……
…

包
装

等
級
Ⅱ

引
火

点
2

3
〜

6
0

.5
℃

以
下

……
…

…
…

…
…

包
装

等
級
Ⅲ

危
険

物
類

輸
送

と
運

搬
容

器
の

関
係

<
基

本
>

(a
)	�

国
連

危
険

物
輸

送
専

門
家

委
員

会
に

よ
る

国
連

勧
告

(通
称

:オ
レ

ン
ジ

ブ
ッ

ク
)を

基
に

、I
C

A
O

(国
際

民
間

航
空

機
関

)及
び

IM
O

(国
際

海
事

機
関

)の
国

際
海

上
危

険
物

規
程

(I
M

O
:I

M
D

G
 C

O
D

E
)を

ベ
ー

ス
と

し
て

、各
国

が
独

自
に

対
応

し
て

い
る

。
	�

IM
O

(国
際

海
事

機
関

)の
国

際
海

上
危

険
物

規
程

(I
M

O
:I

M
D

G
 C

O
D

E
)を

ベ
ー

ス
と

し
て

、各
国

が
独

自
に

対
応

し
て

い
る

。
	�

日
本

に
お

い
て

は
主

官
庁

毎
に

対
応

し
、規

則
:告

示
等

が
定

め
ら

れ
て

い
る

。
(b

)	�
航

空
輸

送
に

つ
い

て
は

、海
上

輸
送

で
U

N
承

認
済

み
の

も
の

は
可

(独
立

し
た

承
認

は
不

要
:検

査
の

み
な

し
規

定
)

輸
送

ル
ー

ト
海

上
輸

送
航

空
輸

送
陸

上
輸

送
主

務
官

庁
国

土
交

通
省

国
土

交
通

省
総

務
省

(消
防

庁
)、

厚
生

労
働

省
該

当
法

令
船

舶
安

全
法

航
空

法
消

防
法

、毒
物

及
び

劇
物

取
締

法

規
則

・
告

示
危

険
物

船
舶

運
送

及
び

貯
蔵

規
則

航
空

機
に

よ
る

爆
発

物
等

の
輸

送
基

準
等

を
定

め
る

告
示

危
険

物
の

規
制

に
関

す
る

規
則

毒
物

及
び

劇
物

取
締

法
施

行
令

法
的

位
置

付
け

強
制

強
制

承
認

機
関

日
本

舶
用

品
検

定
協

会
(H

K
)

危
険

物
保

安
技

術
協

会
(K

H
K
)

ド
ラ

ム
缶

工
業

会
(J

S
D

A
)

承
認

の
た

め
の

確
認

方
法

①
A

方
式

(検
査

を
受

け
て

い
る

容
器

が
全

て
準

備
さ

れ
て

い
る

場
合

)
②

B
方

式
(規

定
ロ

ッ
ト

に
よ

り
処

理
す

る
場

合
(た

だ
し

①
と

②
あ

り
)

A
方

式
、B

①
方

式
は

協
会

立
会

い
の

も
と

、メ
ー

カ
ー

で
試

験
実

施
B

②
方

式
は

検
査

機
関

で
試

験
実

施

1
）K

H
K

  
①

確
認

工
場

方
式

　
　

協
会

立
会

い
  

②
立

会
い

試
験

方
式
］ の

も
と

メ
ー

  
③

協
会

試
験

方
式

　
　

カ
ー

で
試

験
2

）J
S
D

A
  

自
社

(自
主

)検
査

3
）自

社
(自

主
)検

査

ド
ラ

ム
缶

(ペ
ー

ル
缶

)選
定

時
の

考
慮

事
項

1.
	酸
化
性
固
体
と
は
、
固
体（
液
体（
一
気
圧
に
お
い
て
、
温
度
20
度
で
液
状
で

あ
る
も
の
又
は
温
度
20
度
を
超
え
40
度
以
下
の
間
に
お
い
て
液
状
と
な
る
も
の
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）
又
は
気
体（
一
気
圧
に
お
い
て
、
温
度
20
度
で
気
体
状
で

あ
る
も
の
を
い
う
。）
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
あ
つ
て
、
酸
化
力
の

潜
在
的
な
危
険
性
を
判
断
す
る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
試
験
に
お
い
て
政
令
で

定
め
る
性
状
を
示
す
も
の
又
は
衝
撃
に
対
す
る
敏
感
性
を
判
断
す
る
た
め
の
政
令

で
定
め
る
試
験
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
性
状
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

2.
	可
燃
性
固
体
と
は
、
固
体
で
あ
つ
て
、
火
炎
に
よ
る
着
火
の
危
険
性
を
判
断
す

る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
試
験
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
性
状
を
示
す
も
の
又
は

引
火
の
危
険
性
を
判
断
す
る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
試
験
に
お
い
て
引
火
性
を

示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

3.
	鉄
粉
と
は
、
鉄
の
粉
を
い
い
、
粒
度
等
を
勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を

除
く
。

4.
	硫
化
り
ん
、
赤
り
ん
、
硫
黄
及
び
鉄
粉
は
、
備
考
第
2号
に
規
定
す
る
性
状
を

示
す
も
の
と
み
な
す
。

5.
	金
属
粉
と
は
、
ア
ル
カ
リ
金
属
、
ア
ル
カ
リ
土
類
金
属
、
鉄
及
び
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
以

外
の
金
属
の
粉
を
い
い
、
粒
度
等
を
勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。

6.
	マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
及
び
第
2類
の
項
第
8号
の
物
品
の
う
ち
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
含
有
す

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
形
状
等
を
勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。

7.
	引
火
性
固
体
と
は
、
固
形
ア
ル
コ
ー
ル
そ
の
他
一
気
圧
に
お
い
て
引
火
点
が
40

度
未
満
の
も
の
を
い
う
。

8.
	自
然
発
火
性
物
質
及
び
禁
水
性
物
質
と
は
、
固
体
又
は
液
体
で
あ
つ
て
、
空

気
中
で
の
発
火
の
危
険
性
を
判
断
す
る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
試
験
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
性
状
を
示
す
も
の
又
は
水
と
接
触
し
て
発
火
し
、
若
し
く
は
可
燃

性
ガ
ス
を
発
生
す
る
危
険
性
を
判
断
す
る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
試
験
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
性
状
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

9.
	カ
リ
ウ
ム
、
ナト
リ
ウ
ム
、
ア
ル
キ
ル
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
ア
ル
キ
ル
リ
チ
ウ
ム
及
び
黄

り
ん
は
、
前
号
に
規
定
す
る
性
状
を
示
す
も
の
と
み
な
す
。

10
.	
引
火
性
液
体
と
は
、
液
体（
第
3石
油
類
、
第
4石
油
類
及
び
動
植
物
油
類
に

あ
つ
て
は
、
一
気
圧
に
お
い
て
、
温
度
20
度
で
液
状
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）
で

あ
つ
て
、
引
火
の
危
険
性
を
判
断
す
る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
試
験
に
お
い
て
引

火
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

11
.	
特
殊
引
火
物
と
は
、
ジ
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
二
硫
化
炭
素
そ
の
他
一
気
圧
に
お

い
て
、
発
火
点
が
10
0度
以
下
の
も
の
又
は
引
火
点
が
零
下
20
度
以
下
で
沸

点
が
40
度
以
下
の
も
の
を
い
う
。

12
.	
第
1石
油
類
と
は
、
ア
セト
ン
、
ガ
ソ
リ
ン
そ
の
他
一
気
圧
に
お
い
て
引
火
点
が

21
度
未
満
の
も
の
を
い
う
。

13
.	
ア
ル
コ
ー
ル
類
と
は
、
一
分
子
を
構
成
す
る
炭
素
の
原
子
の
数
が
1個
か
ら
3個

ま
で
の
飽
和
一
価
ア
ル
コ
ー
ル（
変
性
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
む
。）
を
い
い
、
組
成
等

を
勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。

14
.	
第
2石
油
類
と
は
、
灯
油
、
軽
油
そ
の
他
一
気
圧
に
お
い
て
引
火
点
が
21
度
以

上
70
度
未
満
の
も
の
を
い
い
、
塗
料
類
そ
の
他
の
物
品
で
あ
つ
て
、
組
成
等
を

勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。

15
.	
第
3石
油
類
と
は
、
重
油
、
ク
レ
オ
ソ
ート
油
そ
の
他
一
気
圧
に
お
い
て
引
火
点

が
70
度
以
上
20
0度
未
満
の
も
の
を
い
い
、
塗
料
類
そ
の
他
の
物
品
で
あ
つ
て
、

組
成
を
勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。

16
.	
第
4石
油
類
と
は
、
ギ
ヤ
ー
油
、
シ
リ
ン
ダ
ー
油
そ
の
他
一
気
圧
に
お
い
て
引
火

点
が
20
0度
以
上
25
0度
未
満
の
も
の
を
い
い
、
塗
料
類
そ
の
他
の
物
品
で
あ

つ
て
、
組
成
を
勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。

17
.	
動
植
物
油
類
と
は
、
動
物
の
脂
肉
等
又
は
植
物
の
種
子
若
し
く
は
果
肉
か
ら
抽

出
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
1気
圧
に
お
い
て
引
火
点
が
25
0度
未
満
の
も
の
を
い

い
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
貯
蔵
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。

18
.	
自
己
反
応
性
物
質
と
は
、
固
体
又
は
液
体
で
あ
つ
て
、
爆
発
の
危
険
性
を
判
断

す
る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
試
験
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
性
状
を
示
す
も
の
又

は
加
熱
分
解
の
激
し
さ
を
判
断
す
る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
試
験
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
性
状
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

19
.	
第
5類
の
項
第
11
号
の
物
品
に
あ
つ
て
は
、
有
機
過
酸
化
物
を
含
有
す
る
も
の

の
う
ち
不
活
性
の
固
体
を
含
有
す
る
も
の
で
、
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。

20
.	
酸
化
性
液
体
と
は
、
液
体
で
あ
つ
て
、
酸
化
力
の
潜
在
的
な
危
険
性
を
判
断
す

る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
試
験
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
性
状
を
示
す
も
の
で
あ

る
こ
と
を
い
う
。

21
.	
こ
の
表
の
性
質
欄
に
掲
げ
る
性
状
の
2以
上
を
有
す
る
物
品
の
属
す
る
品
名
は
、

総
務
省
令
で
定
め
る
。

(備
考
)

内
容

物
は

、危
険

物
、

劇
物

、毒
物

で
す

か
?

容
器

に
つ

い
て

の
規

制
は

あ
り

ま
せ

ん
。

危
険

等
級

に
、

該
当

し
ま

す
か

?

容
器

の
危

険
物

記
号

:
U

N
、J

S
D

A
、

K
H

K
(ペ

ー
ル

の
み

)

容
器

の
危

険
物

記
号

:
U

N

容
器

の
危

険
物

記
号

:U
N

要
注

意
:I

C
A

O
規

定
に

よ
り

運
送

で
き

な
い

品
名

・
数

量
が

あ
り

ま
す

。

Y
E
S

Y
E
S

国
外

N
O

国
内

送
付

先
送

付
方

法
は

?

ト
ラ

ッ
ク

輸
送

の
み

航
空

機
船

舶

※
そ
れ
ぞ
れ
内
容
物
の
危
険
等
級
に
応
じ
た
包
装
等
級
容
器
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
U
N
に
は
内
容
物
毎
に
付
与
さ
れ
て
い
る
IM
D
G
コ
ー
ド
も
合
わ
せ
て
表
示
が
必
要
で
す
。
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取扱上の注意
※ドラム缶工業会より

1 基本的要件

（1）	 内容物の性状に合った
鋼製ドラム（以後ドラム
という）を使用してくださ
い。

（2）	 内容物の改良品や新製
品の場合は必ず実缶試験で確認後、ご使用くだ
さい。従来品でも添加剤や不純物の変化によって
腐食性が大きく変動することがあります。

（3）	 内容物によっては鋼板を腐食し漏洩する危険があ
ります。特に腐食性のある内容物を充填される場
合は、ドラムメーカーに問い合わせのうえご使用く
ださい。

（4）	 内容物によっては危険物容器基準の関係法規（消
防法、危険物船舶運送及び貯蔵規則、毒物及び
劇物取締法等の収納、保管、運送に関する規定）
をお確かめの上ご使用ください。

（5）	 輸出用として使用される場合は輸出先の廃棄物規
制に適合するドラムをご使用ください。

（6）	 化成処理被膜（りん酸亜鉛とりん酸鉄）は塗装下
地形成を主目的とする被膜であり、短時間の一次
防錆効果はありますが耐錆性を目的としたもので
はありません。

（7）	 安全にご使用頂くために本来の目的以外には使用
しないでください。

（8）	 ドラムは圧力容器ではありません。ドラム内部に圧
力をかけないで下さい。圧力をかけると破裂すこと
があります。

（9）	 巻締め部を落下や突起物の衝撃により極端な変
形やすり疵をつけると巻締め部が破損し漏洩の恐
れがありますので、取扱いにご注意ください。

（10）	取扱には保護手袋を使用してください。

2 空缶時の保管

（1）	 保管は原則として屋内
保管してください。屋
外に保管する場合、天
板に雨水等がたまり、
昼夜の温度差等により
口金から吸水する恐れ
があります。また、発錆することがあります。やむ
を得ず、ドラムを屋外に保管する場合、天板にキャッ
プをかぶせるかもしくは、天板が上にならないよう
にしてください。また天板を下にする場合でも地面
の水溜まりより吸水することがあるのでご注意くだ
さい。

（2）	 高温多湿や酸や塩分等の腐食性のある環境下で
の保管はドラムの劣化を早めるおそれがあります。

（3）	 温度差のある条件下で保管した場合、ドラム内の
空気中の水分が結露し、ドラム内面の錆発生の原
因となることがあります。また、結露水が内容物に
混入する恐れもあります。屋内保管でも納入後1ヶ
月以内のご使用をお願いします。

（4）	 俵積（横積）で保管する場合は適切な転がり止め
を使用してください。

（5）	 充填時以外にプラグを開放したままにしますと、ド
ラム内に異物が混入し缶内を汚染するだけでなく、
湿った空気が混入しドラム内で結露が発生しやす
くなりますので注意が必要です。

（6）	 内面塗装ドラムは特に変形にご注意ください。変
形の度合いによっては内面塗膜が剥離するおそれ
があります。

（7）	 クロームメッキ製のフランジ（口金）は加工によるク
ラックの影響で錆び易いため、この仕様を有する
ドラムの屋外及び高温多湿場所での保管はお止め
ください。

鋼製タイトヘッドドラム（JIS Z 1601）
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（1）	 プラグの開閉には、専用の器具を使用して充填後
は適切なトルク値で締め付けてください。

（2）	 容器への収納は関係法令の規定（消防法・危規
則、船舶による危険物の運送基準等を定める告
示、毒劇物取締法小型運搬容器の基準等）によ
り、必ずドラム内には内容物に応じた空隙量や収
納方法を確保してください。

（3）	 充填時及び取り出し時は内容物を天板上にこぼさ
ないようにして下さい。内容物により塗膜の剥離
や表示マーク等が消えることがあります。

（4）	 高温の内容物を充填した場合は、出来るだけ内
容物が常温に下がってからプラグの本締を行って
下さい。高温充填後直ぐに密栓しますと、バキュー
ム現象により、ドラムが変形したり、外気水分吸
入の原因となります。特にプラグのガスケットがポ
リエチレン製の場合は、軟化変形してプラグが緩
み漏洩するおそれがあります。

（5）	 充填済みのドラムの移動には、怪我、腰痛及びド
ラムの変形、疵、破損、漏洩に注意し、できるだ
けリフター、フォークリフト等をご使用ください。

（6）	 保管は原則として屋内保管してください。屋外に
保管した場合、天板に雨水等がたまり口金から吸
水する恐れがあります。また、発錆することがあり
ます。やむを得ず、ドラムを屋外に保管する場合、
天板にキャップをかぶせる等防水対策をしてくださ
い。また、天板を下にする場合は地面の水溜りや
水はけにご注意ください。

（7）	 天（地）板が屋外で長期間（およそ3 ヶ月）にわたり
乾湿を繰り返されると外装塗膜が劣化し膨れや剥
離が発生します。また、鉄製キャップシールがある
場合端部の発錆が天板のもらい錆の原因ともなり
ますので注意してください。特に酸性雨や海岸近く
では注意が必要です。

（8）	 屋外での長期間にわた
る保管は直射日光や寒
暖差の影響により内容
物の品質に悪影響をお
よぼしますので避けてく
ださい。特に内面塗装
ドラムでは内容物により塗膜が劣化し膨れや剥離
等が発生するおそれがあります。

（9）	 低沸点物質を充填された場合、外気温が高温に
なるとドラム内が増圧になり天地板が膨張すること
もありますので注意してください。

（10）	金属製のキャップ、キャップシール取り外し時は保
護手袋と適切な治具を使用してください。金属端
部で手を傷つける恐れがあります。

（11）	開栓時天板にごみがありますと口金から内部に吸
引されることがありますのでごみを除去してから開
栓してください。

（12）	内容物充填後のプラグ、キャップ開栓時には、内
圧による内容液の飛散にご注意ください。

（13）	内容物取り出しの際ドラムを加熱すると内容物の
噴出やドラム内面の化成被膜や塗膜を劣化させ内
容物の品質に変化を及ぼすおそれがあります。直
火は厳禁です。

（14）	使用後のドラムを密閉したまま加熱したり切断した
りすると、異常内圧上昇により破裂したり、局部
から内容物の噴出等を起こすことがありますので行
わないで下さい。万が一必要な場合は、内容物
を完全に除去し、ドラム内を洗浄し、ドラム内の
残留蒸気を窒素ガス等の不活性ガスで置換した
上、開栓状態にて行って下さい。

（15）	使用済みドラムを廃棄する時は内容物を抜いて内
部を洗浄後関連法令（廃棄物処理法等）に従い
廃棄してください。

鋼製タイトヘッドドラム（JIS Z 1601）

3 充填時・充填後保管及び抜き取り時
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1 基本的要件

（1）	 内容物の性状に合った
鋼製ドラム（以後ドラム
という）を使用してくだ
さい。

（2）	 内容物の改良品や新
製品の場合は必ず実缶試験で確認後、ご使用く
ださい。従来品でも添加剤や不純物の変化によっ
て腐食性が大きく変動することがあります。

（3）	 内容物によっては鋼板を腐食し漏洩する危険があ
ります。特に腐食性のある内容物を充填される場
合は、ドラムメーカーに問い合わせのうえご使用く
ださい。

（4）	 内容物によっては危険物容器基準の関係法規（消
防法、危険物船舶運送及び貯蔵規則、毒物及び
劇物取締法等の収納･保管・運送に関する規定）
をお確かめの上ご使用ください。

（5）	 輸出用として使用される場合は輸出先の廃棄物規
制に適合するドラムをご使用ください。

（6）	 化成処理被膜（りん酸亜鉛とりん酸鉄）は塗装下
地形成を主目的とする被膜であり、短時間の一次
防錆効果はありますが耐錆性を目的としたもので
はありません。

（7）	 安全にご使用頂くために本来の目的以外には使用
しないでください。

（8）	 落下、突起物の衝撃によりドラムの天蓋とカール
部を極端に変形させた場合、漏洩のおそれがあり
ます。また、巻締め端部に極端な変形やすり疵を
つけると、破損して漏洩のおそれがありますので、
取扱いに注意してください。

（9）	 取扱いには保護手袋を使用してください。

2 空缶時の保管

（1）	 ドラムは必ず屋内保管
してください。屋外保
管すると雨水を吸収し
ます。

（2）	 高温多湿や酸や塩分
等の腐食性のある環境下での保管はドラムの劣化
を早めるおそれがあります。

（3）	 温度差のある条件下で保管した場合、ドラム内の
空気中の水分が結露し、ドラム内面の錆発生の原
因となることがあります。また、結露水が内容物に
混入するおそれもあります。ドラムは納入後、1週
間以内のご使用をお願いします。

（4）	 充填時以外に天蓋またはプラグを開放したままに
しますとドラム内に異物が混入し缶内を汚染するだ
けでなく、湿った空気が混入しドラム内で結露が
発生しやすくなりますので注意が必要です。

（5）	 内面塗装ドラムは特に変形にご注意ください。変
形の度合いによっては内面塗膜が剥離するおそれ
があります。

（6）	 天蓋にクロームメッキ製のフランジ（口金）付きの
場合は加工によるクラックの影響で錆び易いため、
この仕様を有するドラムの高温多湿場所での保管
は特にお止めください。

鋼製オープンヘッドドラム（JIS Z 1600）
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（1）	 オープンバンド、天蓋の取り外し、取り付け作業
時は金属端部で手を傷つけたり挟まれないように
注意してください。

（2）	 天蓋取り外し時にダストや外装塗膜片が缶内に落
下しないよう注意してください。

（3）	 口金付きの場合プラグの開閉には、専用の器具
を使用し充填後は適切なトルク値で締め付けてく
ださい。

（4）	 容器への収納は関係法令の規定（消防法・危規
則、船舶による危険物の運送基準等を定める告
示、毒劇物取締法小型運搬容器の基準等）によ
り、必ずドラム内に内容物に応じた空隙量や収納
方法を確保してください。

（5）	 充填時及び取り出し時、内容物を天板上にこぼさ
ないようにしてください。内容物により塗膜の剥離
や表示マーク等が消えることがあります。

（6）	 高温の内容物を充填した場合は、出来るだけ内
容物が常温に下がってから天蓋またはプラグの本
締を行ってください。高温充填後直ぐに天蓋や口
金を密封しますとバキューム現象によりドラムが変
形したり外気水分吸入の原因となります。口金付
きでプラグのガスケットがポリエチレン製の場合
は、軟化変形してプラグが緩み漏洩するおそれが
あります。

（7）	 充填後保管中、バンド締め付けが緩んでいること
がありますのでボルトバンド式は出荷前に増し締め
を行ってください。レバー式バンドは緩まないよう
にビス止めや封印等を忘れずにお付けください。

（8）	 充填済みのドラムの移動には、怪我、腰痛及びド
ラムの変形、疵、破損、漏洩に注意し、できるだ
けリフター、フォークリフト等をご使用ください。

（9）	 内容物充填後のパレッ
ト積においては、偏荷
重による荷崩れにご注
意ください。天蓋ガス
ケットが圧縮変形し漏
洩のおそれがあります。

（10）	ドラムは必ず屋内保管してください。屋外保管で
は天蓋ガスケット部から雨水を吸収したり、直射
日光や寒暖差により内容物の品質に悪影響を与え
るおそれがあります。特に内面塗装ドラムでは内容
物により塗膜が劣化し膨れや剥離等が発生する恐
れがあります。

（11）	充填後ドラムの俵積（横積）はお止めください。胴
体の変形により内容物が漏洩します。

（12）	口金付きの場合金属製のキャップ、キャップシール
取り外し時は保護手袋と適切な治具を使用してく
ださい。金属端部で手を傷つける恐れがあります。

（13）	内容物充填後のプラグ、キャップ開栓時には、保
護具使用の上、内圧による内容液の飛散にご注
意ください。

（14）	内容物取り出しの際ドラムを加熱すると内容物の
噴出やドラム内面の化成被膜や塗膜を劣化させ内
容物の品質に変化を及ぼす恐れがあります。直火
は厳禁です。

（15）	使用済みドラムを加熱したり切断したりしないでく
ださい。万が一必要な場合は、内容物を完全に
除去し、ドラム内を洗浄し、ドラム内の残留蒸気
を取り除いた上で開放状態にして行って下さい。

（16）	使用済みドラムを廃棄する時は内容物を抜いて内
部を洗浄後関連法令（廃棄物処理法等）に従い
廃棄してください。

鋼製オープンヘッドドラム（JIS Z 1600）

3 充填時・充填後保管及び抜き取り時




